
議   事   録 

会議名 釧路市障がい者自立支援協議会 相談支援部会 

事務局 
釧路市障がい福祉課 

釧路市障がい者基幹相談支援センター 

開催日時 ２０１９年(令和元年)５月１０日(金)15：00～16：50  

開催場所 釧路市役所防災庁舎５Ｆ会議室Ａ 

出
席
者 

委 員 

相談支援事業所あいけあ(岸副部会長・平間・佐久間)相談支援事業所サ

ハス(木村副部会長・小山内)ハート釧路(布市)地域支援センターつば

さ(西)自立センター（森島・大塚・柿沼）サポートルームのおと（葛野）

いんくる（原田・山口）あーかす（長田）障害相談支援室鶴が丘(土田・

鎌田)相談支援センターにじ(森山)相談支援事業所いまい（倉野）相談

支援事業所ふぇいす（佐藤）Ｋｃマヴィ（松本）リール（西川）生活支

援センターくらしごと（櫛部） 

議事録：児童発達支援センター 下山 

 

参加者 23名 

その他 就労継続支援 B型事業所 たかお商事 

傍聴者  

事務局 

出席者５名 

釧路市障がい福祉課 田仲・佐々木・鈴木 

基幹相談支援センター 近藤・脇田 

会議次第 

１．開 会 

２．挨 拶 相談支援副部会長 岸 雄太郎 

３．議 事 

（１）社会資源紹介(就労継続支援Ｂ型事業所 たかお商事) 

（２）今年度の相談支援部会の取り組みについて 

 ・部会員自己紹介 

 ・グループワーク 

（３）日々の困り事 

（４）その他 

 ・障がい福祉課からのお知らせ 

 ・生活支援センターくらしごとからのお知らせ 

 ・相談支援事業所あいけあからのお知らせ 

４．閉 会 
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１．開会 

２．挨拶 相談支援副部会長より挨拶。 

３．議事 

（１） 社会資源紹介(就労継続支援Ｂ型事業所 たかお商事) 

エゾ鹿の有効活用の一環としてペットフード事業を行っている。 

      車いすの方の利用は、トイレが狭いが利用することは可能。 

      現在、事業所の利用は７名。定員は２０名であり、まだ空きがある。 

 

（２） 今年度の相談支援部会の取り組みについて 

・部会員自己紹介 

・グループワーク   

相談支援として必要なスキルアップ（多業種との連携や出前講座の活用等）を高めるた

めにどうするか検討し、今年度の取り組みについて考える。 

 

●各グループから出された主な意見として 

○連携を深めたい 

・学校関係の方と話をし、連携を深めたい。不登校の子をどうしたら良いかを聞きたい(教

育委員会、教頭先生の会・コーディネーター・特別支援学級の教諭等と話をしてみたい)。 

・法テラスの話を聞きたい（権利擁護、後見人、多重債務等）。 

・弁護士、警察から司法関係や刑務所の出口入口支援の話を聞きたい。 

・グループホームの空きが少ないので、不動産屋や下宿と連携したい。 

・昨年、精神科のワーカーの話が良かったので、また聞きたい。 

・地域包括支援センターの話を聞きたい（６５歳時、介護保険へ切り替えになる時に連携を

取りたい。４０歳以上６５歳未満の方の就労支援や同行援護について聞きたい）。 

・引きこもりの方への支援の方法を聞きたい。 

 

     ○スキルアップについて 

・生活保護の話を聞きたい。 

・スキルアップのため、事例検討を行いたい。 

・出前講座で、障害年金、避難行動要支援者避難支援事業について、成年後見、こども

と家庭の福祉、障害福祉サービスの話を聞きたい。 

・フォーマル、インフォーマルな資源について聞きたい。 

・ＳＮＳやＡＩの活用について学びたい。 

・上手な会話の仕方を学びたい（長電話を上手に終わらせる方法等）。 

・計画相談はどこまで行わないとならないのか、行わなくても良い部分はないのか等を知り

たい。 
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●岸副部会長より総括 

部会の取り組み方について、今日の結果を踏まえ、意見が多かったことや必要なことは

役員会で精査する。 

 

（３） 日々の困り事 

・各グループで話し合いを行った。 

 「議録に残さない、発表もしない」コンセプトのため、記録は作成していないが、各グ

ループで活発な意見交換を行った。 

 

（４） その他 

○障がい福祉課からのお知らせ 

・国から例示されたモニタリング期間の変更について、新旧対照表にて確認。 

 下記の質疑があった。 

      Q.実際には利用していないが、万が一のために短期入所の支給決定を受けている場合に 

ついて、３ケ月毎にモニタリングを行わないとならないのか。 

      A.国からの例示のとおり、３ケ月毎のモニタリングとする。 

 

・モニタリング様式の変更について、相談支援部会の協議結果等をもって変更することと

した通知を送付する旨を通知した。 

 

・相談支援部会で検討した地域生活支援拠点整備について、意見をまとめたイメージ図を

部会員に提示した。今後は運営会で各部会の案を元に協議を行う。 

 

○相談支援事業所 あいけあより 

あいけあ 岸相談支援副部会長より、岸相談支援副部会長が作成したエクセルの計画相

談支援業務補助ツール（通称：キシソフト）の使い方講座の案内があった。キシソフト

には計画案の作成や記録作成、モニタリング日程調整等の機能有り。 

 

○生活支援センターくらしごとより  

本日の相談支援部会の出席者全員に「地域共生社会実現のための中間的就労のすすめ」

が配布され、 くらしごと 櫛部氏より、内容について説明があった。 

 

○基幹支援相談センターより 

地域ネットワーク講演会(５月２５日)の案内があった。 

○次回の部会開催について 

７月を予定。 

以上 


